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本
市
初
の
地
区
計
画
条
例
を
可
決

十
二
月
十
九
日
の
本
会
議
で
、「
武
蔵
野

市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
三
日
付

で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
、
吉
祥
寺
東
町
地

区
地
区
計
画
の
実
現
を
図
る
た
め
、
建
築
基

準
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
区
計
画
区
域
内

に
建
築
物
を
建
築
す
る
際
の
制
限
を
定
め
る

も
の
で
す
。

本
地
区
に
つ
い
て
は
、
法
政
大
学
第
一
中

学
・
高
等
学
校
の
移
転
に
伴
い
、
地
域
住
民

よ
り
平
成
十
八
年
十
月
二
日
に
地
区
計
画
原
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十
二
月
五
日
か
ら
開
か
れ
た
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
武
蔵
野
市
自
転
車
等
の
適
正
利
用
及
び
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
十
件
の
市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
、
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決

と
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
早
期
救
済
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
三
件
の
議
員
提
出
議
案
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
九
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
審
議
結
果
一
覧
は
四
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

第
四
回
　
市
議
会
定
例
会

案
の
申
し
出
が
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
市

で
は
説
明
会
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
住

民
の
意
向
、
関
係
権
利
者
の
提
案
、
こ
れ
ま

で
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
性
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
吉
祥
寺
東
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
検
討
を
重
ね
、
本

市
初
の
地
区
計
画
案
を
策
定
し
、
都
市
計
画

審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
都
市
計
画
決
定
し

ま
し
た
。

本
条
例
で
は
、
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
建
築
物
の
壁
面
の
位
置
に
つ
い
て
、
道
路

ま
た
は
隣
地
境
界
線
ま
で
の
距
離
を
四
メ
ー
ト

ル
以
上
（
一
部
指
定
の
区
域
は
六
メ
ー
ト
ル
以

上
）
と
し
、
建
築
物
の
高
さ
を
地
区
計
画
で
定

め
た
区
域
に
応
じ
、
十
五
メ
ー
ト
ル
、
二
十
四

メ
ー
ト
ル
に
制
限
し
て
い
ま
す
。

本
条
例
案
は
十
二
月
七
日
の
本
会
議
で
上

程
さ
れ
、
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

同
月
十
四
日
の
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
十

九
日
の
本
会
議
で
は
、
建
設
委
員
長
の
報
告
に

続
い
て
、
四
名
の
賛
成
討
論
、
及
び
、
二
名
の

反
対
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
条
例
を
改
正

市
民
枠
を
設
定
し
、
登
録
手
数
料
を
改
定

十
二
月
十
九
日
の
本
会
議
で
、「
武
蔵
野

市
自
転
車
等
の
適
正
利
用
及
び
放
置
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
利
用
登
録
駐
輪
場
の
市
民
枠
や
市
民
手
数

料
の
設
定
の
ほ
か
、
利
用
登
録
期
間
を
一
年

か
ら
六
カ
月
へ
、
ま
た
、
撤
去
自
転
車
等
の

保
管
期
間
を
二
カ
月
か
ら
三
十
日
へ
と
短
縮

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
当
該
駐
輪
場

の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
一
般
の
方

の
利
用
登
録
手
数
料
（
六
カ
月
間
）
は
、
市

民
が
三
千
円
、
市
外
の
方
が
四
千
円
と
な
り

ま
す
が
、
受
付
窓
口
が
駅
圏
ご
と
の
三
カ
所

に
ふ
え
、
ま
た
自
転
車
整
理
員
も
増
員
さ
れ

る
な
ど
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
二
月
十
四
日
の
建
設
委
員
会
の
審
査
を

経
て
、
十
九
日
の
本
会
議
で
は
、
建
設
委
員

長
の
報
告
の
後
、
反
対
、
賛
成
そ
れ
ぞ
れ
二

名
の
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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市議会だよりは、市民のみ
なさんからの公募写真を
1面に掲載しています。
次回の応募要領について
は、4面をごらんください。

「2007年1月1日の朝
武蔵野中央公園の初日の出」
撮影：江頭　明子（武蔵野市）
場所：武蔵野中央公園（2007.1.1）

2008年もこのようなおだやかな日がのぼり、
世界中が幸せな一年であることを祈っています
（武蔵野中央公園のほぼ中央にある桜の木です）。

写真 募集中！ 

写真 募集中！ 
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住宅用火災警報器設置
助成の拡大を

井口良美議員
問 住宅用火災警報器設置助成について、
①対象者の範囲を拡大すべきではないか②
来年度以降も助成を行う考えはあるか。
答 ①助成の対象者は、逃げおくれる可能
性の高い高齢者や障害者とするもので、現
時点では拡大する考えはない②単年度事業
として実施しているが、制度の延長につい
ては今後検討したい。
問 光化学スモッグの発生を、防災行政無
線を利用して市民へ伝える考えはあるか。
答 有効な手段と思われるので、警報発令
時については、実施の方向で検討したい。
このほか、緊急地震速報、認定農業者制

度等についての質問がありました。

第四期長期計画調整計画
案の発表が遅れる理由は

やすえ清治議員
問 第四期長期計画調整計画案の発表が当
初の11月から１月に遅れる理由を伺う。
答 策定委員の数も従来の８名から11名と
ふえており、さまざまな観点から意見が出
されている。また、策定委員会の前に市民
会議を設け、意見交換を加えるなど、丁寧
に議論してきたためだ。
問 調整計画には次年度の予算の事項も含
まれ、少なくとも平成20年度予算特別委員
会までに間に合わせるべきではないか。
答 予算特別委員会の開始に間に合うよう
に努力したい。
このほか、市報の配布、中学校の部活、自

転車駐輪場についての質問がありました。

災害時要援護者避難支援
モデル事業の進捗状況は

小野正二議員
問 災害時要援護者支援モデル事業につい
て、①要援護者の登録方法を、支援を希望
する人に申し出てもらう手挙げ方式にする
と、該当者全員の把握ができなくなるが、
別の登録方法も検討しているのか②事業を
全市的に広げるまでの期間はどのくらいか。
答 ①民生委員や在宅介護支援センターか
らの情報で対象者を把握している。高齢者
は民生委員等が訪問の上、同意を確認する
同意方式をとり、障害者のみ手挙げ方式と
しているが、今後検討する②平成20年度中
に全市域で要援護者リストを整備したい。
このほか、樹木による緑町都営住宅の日

照悪化への対応等の質問がありました。

食の安全・安心と地域リハ
ビリテーションの確立を

砂川なおみ議員
問 食育や食の安全の観点から、学校給食
で地場野菜を優先的に利用するための制度
化を図るべきだと考えるが、市の見解は。
答 現在、市内産野菜を最優先で利用して
おり、野菜の約20％を市内産で賄っている。
今後もより多く使うよう努力したい。
問 地域リハビリテーションは、市民にな
じみが薄いが、どう周知させていくのか。
答 リハビリテーションというと、機能回
復訓練と誤解されやすいが、人が年齢や状
態にかかわらず、地域で安心して生活でき
るように支援することであり、そのために、
まず、医療と福祉のはざまで支援が途切れ
ない体制を整えていくことを説明していく。

家庭教育支援等について
島崎義司議員

問 長期計画や子どもプラン武蔵野にある
家族の役割、親育て、親業等を今後どのよ
うな施策に発展させていくのか。
答 他都市の事例も参考にしながら、従来
の事業を推進し、一層の充実を図っていく。
問 学校給食事業の民営化の検討はどのよ
うに進められているのか。
答 現在働いている調理職員の処遇、給食
の質、コストなど具体的に検討していく。
問 桜野小で児童数の激増が予想される
が、施設面でどのように対応するのか。
答 来年度は普通教室が２つ不足する見込
みであり、転用工事を行う。その後は児童
数の推計値を見ながら検討を進める。

地域医療環境の
現状を伺う

露木正司議員
問 地域医療システム研究会報告書がまと
められて12年が経過したが、①市民がかか
りつけ医を持つことについての普及、啓発
は②訪問診療を行っている医療機関の現状
は③武蔵野赤十字病院での市民病床の武蔵
野市民の利用割合はどうなっているのか。
答 ①平成９年に、かかりつけ医機能推進
委員会を設置し、啓発用パンフレットを作
成して相談窓口の一覧表を掲載している②
平成18年４月末現在で、49の医療機関で行
っている③17年度の平均入院患者数は235.9
人で市民用病床数230床を超えている。
このほか、玉川上水遊歩道、学校施設の

開放等についての質問がありました。

ごみチャレンジ700グラム
キャンペーンの効果は

深沢達也議員
問 武蔵野ごみチャレンジ700グラムキャン
ペーンの効果について伺う。
答 事業の認知度は高いが、削減量はまだ
不十分であり、取り組みを継続したい。
問 市でのエコセメントの使用状況は。
答 中道通りや公園の工事等に使用してお
り、今後も多方面で使用していきたい。
問 クリーンセンター建てかえの検討状況
と、市民参加について伺う。
答 現在、運営協議会と意見交換中である
が、来年度には市民参加型の委員会を設置
し、建てかえの基本計画等を立案したい。
このほか、マイバッグ運動、職員の行政

視察等についての質問がありました。

中高層建築物解体工事に
おける行政指導等について

きくち太郎議員
問 中高層建築物の解体工事に当たり、①市
は解体業者にどのような行政指導を行ってい
るのか②事前に近隣住民と工事施主や解体業
者が協議を行う機会を設けているのか。
答 ①法律や指導要綱に基づく行政指導は
行っているが、更地にするだけの解体工事
には指導を行う機会が作れない現状もあり、
今後研究する②事前説明会の開催など住民
への情報提供の制度化を研究したい。
問 駅前商店街に補助等を行い、時間制限
つき自転車無料駐輪場を設置する考えは。
答 商店街が設置する駐輪場の一部助成を
含めた補助制度や、駐輪場一時利用の見直
しについて今後検討を進めていく。

第4回定例会では12月5日、6日、7日に、19名の議員から一般
質問が行われました。この中から主な質問と答弁を要約して掲載し
ます。
詳しくは、2月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、

各コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー）、または武蔵
野市議会ホームページの会議録検索（第4回定例会分は2月19日登
録予定）、インターネット議会中継でごらんいただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長を初めとする執行機関に対し、事務の状況や
将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

●平成19年10月24日、厚生委員等13名が市内6カ所の障害者
援護施設を訪問し、三障害者（身体、知的、精神）を支援す
る取り組みを視察しました。

格差をただす市政を
山本あつし議員

問 この８年間で国民健康保険加入者の保
険税、医療費、介護保険料等の負担が倍増
している。年収200万円以下の世帯に対す
る負担軽減策を講ずるべきではないか。
答 さまざまな制度改革等による影響を配
慮し、現在、低所得者層の負担が過度にな
らないような方策を検討している。
問 市関連団体で、障害者法定雇用率を満
たしていない団体があるが、改善を求める。
答 武蔵野市福祉公社、社会福祉法人武蔵
野等で率が下回っており、このたびの指摘
を受け、是正指導を行ったところである。
このほか、外環道路、教育現場を支える

市の責任等についての質問がありました。



妊婦健康診査の
無料化等について

梶　雅子議員
問 妊婦健康診査について、①公費負担の
回数をふやし、市独自で無料化できないか
②里帰り出産も助成できないか③妊娠時タ
クシー券や出産祝い金を制度化できないか。
答 ①来年度から公費負担の回数を２回か
ら５回にする。無料化は健診内容等により
費用が変わるため難しい②費用請求を都に
行うため、都外へ、または都外からの里帰
りの方への助成は難しいが、今後検討する。
③子育て支援として総合的に研究したい。
問 少人数学級実施に向けた取り組みは。
答 市に教職員の人事権や人件費の財源等が
移譲されないと、市独自で教員の給与を負担
することになるため、慎重に検討する。

高齢者、低所得者に
対する保険料の軽減を

橋本しげき議員
問 来年度より導入される後期高齢者医療
制度について、①保険料軽減のため、国や
都に財政支援を求める考えは②保険料滞納
者からの保険証の取り上げは行うべきでは
ないと考えるが見解は③制度導入で有料と
なる健康診査を無料化する考えは。
答 ①市長会を通じて、引き続き都に対し
強い要望を行っていく②機械的な取り上げ
は行わず、慎重に対応したい③市独自の補
助制度を設け、引き続き無料としたい。
問 増税の見込まれる国民健康保険税につ
いて、市として軽減策を講じるべきでは。
答 来年度については、低所得者の負担が
ふえないよう、保険料率を検討している。
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一連の不祥事等に市長
としてどう取り組むのか

桑津昇太郎議員
問 最近重なる市の不祥事等の再発防止の
ため、市長としてどう取り組んでいるのか。
答 職員等へ直接注意を喚起しているが、
理事者や管理職の仕事に対する前向きな取
り組み姿勢も、極めて大切だと考えている。
問 市民の日頃の地道な活動を、市政功労
者表彰等でもっと評価するべきではないか。
答 被表彰者の市民推薦の周知方法や、市
政功労者表彰以外の制度について検討する。
問 既設の小中学校の夜間照明は、使用上
の安全を考え、照明度を上げられないか。
答 周辺住民の意見も踏まえて検討したい。
このほか、市長・議員の公務への出席、

市長交際費等についての質問がありました。

５歳児健診の導入を
求める

田辺あき子議員
問 ５歳児健診を導入し、軽度発達障害児
の早期発見・対応を求めるが市の見解は。
答 早期支援の重要性は認識するが、健診
後の教育機関との連携や支援体制の整備、
医師・施設・人材の不足など課題が多い。
実施の可能性も含め、前向きに検討したい。
問 現行２回の妊婦健診の助成回数をふや
し、妊産婦支援を拡充すべきでは。
答 来年度は助成回数を５回とし、今後も
健診内容等、充実させる方向で検討したい。
問 陸上競技場への電光掲示板設置等、ス
ポーツ環境整備を求め、市の見解を伺う。
答 高額な維持費等を要するが、多摩国体
を機に、全体改修計画の中で検討したい。

ムーバス事業の整備・
見直しを問う

落合勝利議員
問 運行開始から12年が経過したムーバス
事業の見直しについて、基本方針を伺う。
答 福祉的な目的で運行を開始したが、現
在では地域の公共交通として定着してい
る。まず、ムーバス事業の位置づけを明確
にし、JRの立体交差化事業等、大きな都市
整備の動きも視野に入れ、来年度以降、路
線全体の検証、見直しを進めていきたい。
問 福祉タクシー券について、初乗りにし
か使えず不便との声を聞くが、市の見解は。
答 社会参加の機会をより多く持っていた
だくための助成制度であり、１回に何枚も
使えるようにすることは、現金給付に近く
なるため、避けるべきではないかと考える。

●平成19年11月９日、外環道路（※）の現状を認識し理解を
深めるため、外環道路特別委員等12名の議員が外環インフォ
メーションセンターやヘリコプターによる外環上空視察を行
いました。

（※外環道路：東京外かく環状道路）

●平成19年11月15日、議員19名が参加して、障害者疑似体
験講習会が実施されました。

教育現場の情報化を
求める

深田貴美子議員
問 学校におけるIT化について、①国が１
人１台を目標としている教職員用コンピュ
ータの整備率は②環境やIT技術に依存せ
ず、安全に活用できるシステムの整備は。
答 ①小学校各５台、中学校各２台の低水
準だが、武蔵野市総合情報化計画に位置づ
け、校務用情報システム構築の検討を始め
ている②サーバを基盤としたシステムや情
報の暗号化等セキュリティ中心で検討する。
問 平成17年策定の武蔵野市総合情報化基
本計画の達成度はいかがな状況か。
答 おおむね順調に達成している。社会情
勢や本市の情報化推進状況等を勘案し、19
年度中に第二次計画を作成する予定である。

市民が主役の市政には市職員
力を向上させる仕組みが必要

土屋美恵子議員
問 団塊世代の多数の定年退職を控え、市
職員数の計画について伺う。
答 職員定数適正化計画により、事務量を
精査し、正規職員の業務を委託化、嘱託化
するほか、長年の知識・経験を持った再任
用職員を活用し、定数を削減している。
問 職員の士気高揚に関する取り組みにつ
いて市長の考えを伺う。
答 業務改善提案制度の見直し、年功的な
給与構造を改め職務職責に応じた処遇にす
ること、また、日常業務で上司が職員の仕
事ぶりを評価することが重要と考えている。
このほか、公立保育園の園長公募、待機

児童対策等についての質問がありました。

実効性あるまちづくり
条例制定を求める

内山さとこ議員
問 まちづくり条例の検討に当たり、開発
事業者に対し、市の助言等を尊重するよう
義務的規定を設けるなど、単なる土地利用
や開発調整の仕組みにとどまらない、市民
にとって実効性ある条例制定を求める。
答 まちづくり計画や開発基準等の遵守、
周辺居住環境への配慮や努力等、まちづく
りへの配慮規定の制定を検討している。
問 兄弟姉妹が同一保育園に通園できる保
育環境整備など、きめ細かな対応を求める。
答 保育園の入所選考基準は毎年見直して
いる。兄弟同一園への優先等も行っている。
このほか、事務事業・補助金見直し検討

委員会答申等についての質問がありました。

市役所での障害者雇用
の推進を

斉藤シンイチ議員
問 市役所での障害者雇用の実態を伺う。
答 現在、19名を雇用しており、率は法定
雇用率2.1％を上回る、2.29％である。
問 市庁舎内で、障害者の職場実習や障害
児童・生徒の職場体験を実施してはどうか。
答 市庁舎内ではないが、現在、障害者就
労支援施設での職場実習、特別支援学級で
は福祉作業所等での職場実習を行っている。
問 検討委員会等を立ち上げ、障害者雇用
促進の具体化を望むが、市の見解は。
答 市役所での障害者の就労を促進するた
め、19年８月に検討会を立ち上げ、現在方
策を検討中である。ハード、ソフト両面を
充実し、ユニバーサル市役所を目指したい。

市民との協働
今以上に進めるために

川名ゆうじ議員
問 市民との協働について、①今以上に協
働を進めていく考えはあるか②現状では職
員はどの程度市民のもとに出向いているの
か③市役所出前講座を市の制度として実施
できないか。
答 ①市民協働サロンの開設、フォーラム
の開催等を含めて、広く研究、啓発活動を
進めている②まちづくり条例に関する意見
交換会、老壮セミナーや学校に出向いての
交通安全等の話など、多種多様な例がある
③現在は制度化していないが、市民に情報
を伝える方法を総合的に研究していきたい。
このほか、子どもとの協働についての質

問がありました。
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第4回定例会
【市長提出議案（10件）】
●武蔵野市自転車等の適正利用及び放置防止に関する条例の一部を改正する条例…………可決（賛成多数）

●武蔵野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例……………………………可決（賛成多数）

●権利の放棄について………………………………………………………………………………可決（全会一致）

●平成19年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回）……………………………………………可決（全会一致）

●平成19年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第2回）……………………………可決（全会一致）

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…………………………可決（全会一致）

●平成19年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例………………………可決（賛成多数）

●平成19年12月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例………………可決（全会一致）

●平成19年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例…………………可決（全会一致）

●武蔵野市監査委員の選任の同意について………………………………………………………同意（全会一致）

※武蔵野市監査委員の退任に伴い、藤井泉氏の選任について、市議会の同意を求めるもの。

【議員提出議案（3件）】
●保険でよりよい歯科医療の実現を求める意見書………………………………………………可決（賛成多数）

●原爆症認定制度の抜本的改善を求める意見書…………………………………………………可決（全会一致）

●肝炎問題の早期全面解決とウイルス性肝炎患者の早期救済を求める意見書………………可決（全会一致）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。応募者自
身が撮影した、未発表のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミ
ングすることがあります。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定
できる場合は、ご本人の了承を得てくだ
さい）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、5月15日発行の市

議会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属しま
す。ただし、市議会だより掲載後6カ
月間、他媒体での発表等をご遠慮いた

だくことを、作品採用の条件といたし
ます。

●期　　限 ：3月21日（金）当日消印有効
●応募方法 ：撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影

年月日・撮影場所・作品名・作品に関
するコメント(100字程度)を写真裏面
または別紙に記載し、郵送にてご応募
ください。
※作品は返却いたしません。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883
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を
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第4回定例会で可決された意見書は3件で、政府及
び国会へ提出されました。

政
府
・
国
会
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の
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険
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い
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医
療
の
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を
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め
る
意
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書
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衆
議
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・
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議
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、
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理
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務
・

厚
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労
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あ
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原
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定
制
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の
抜
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的
改
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を
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め
る
意
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書
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衆
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・
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閣
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理
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務
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厚
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労
働
大
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肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
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決
と

ウ
イ
ル
ス
性
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炎
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者
の

早
期
救
済
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め
る
意
見
書
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。
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さ
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を

す
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に
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さ
れ
た
と
き
と
同
様
に
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の
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す
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き
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
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野
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者
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び
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究
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の
た
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に
、
左
記
事
項
に
つ

い
て
、
速
や
か
に
対
策
を
講
ず
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

一．

疾
病
に
苦
し
む
患
者
と
家
族
の
一
刻
も
早

い
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済
の
た
め
、
薬
害
肝
炎
問
題
の
全
面

解
決
に
向
け
た
諸
政
策
を
直
ち
に
行
う
こ

と
。

二．

潜
在
患
者
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
体
制

の
確
立
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

一
層
の
検
査
、
治
療
体
制
の
整
備
、
充
実

を
図
る
こ
と
。

三．

患
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
生
活
の

質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
医
療
負
担
の

軽
減
と
治
療
水
準
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
。

四．

集
団
予
防
接
種
の
被
害
実
態
調
査
を
行
い
、

適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

五．

ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
偏
見
、
差

別
を
一
掃
す
る
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
こ

と
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・
財
務
・

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
）

見
書

意

古紙配合率70％再生紙を使用しています 

１面写真募集要領　 次回の締切3月21日

◎With You は今回お休みいたします。

自由民主クラブ 460-1884 651-9444

民主党・無所属クラブ 460-1889 651-9587 

市議会市民クラブ 460-1885 651-9445 

市議会公明党 460-1887 651-9479 

日本共産党武蔵野市議団 460-1888 651-9485 

市民の党 460-1890 651-9604 

無会派議員（第7控室） 460-1886 651-9469 

無会派議員（第8控室） 460-1909 651-9629

TEL
メールアドレス
市議会ホームページ

議会事務局 
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせください。 

※議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどでご確認いただくか、 
　議会事務局にお問い合わせください。　　　　　　 

議会ダイヤル 議会ダイヤル 
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シ
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病
院
大
規

模
解
体
工
事
に
関
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陳
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現在、平成18年９月定例会以降の、本会議・決算特別委員会・予算特別委員
会の模様を録画でごらんいただけます。

武蔵野市ホームページから → 市議会 → インターネット中継 の順にクリックしてください。

インターネット議会中継ホームページにアクセスする手順

http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/インターネット議会中継
ホームページ

インターネット議会中継をごらんいただけます

新
監
査
委
員
紹
介

十
二
月
七
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

監
査
委
員
に
藤
井
　
泉
氏
の
選
任
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
、
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
す
る
内
田
　
博
氏
の
後
任

と
し
て
庁
内
か
ら
起
用
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
で
す
。

藤
井
　
泉
氏

横
浜
市
立
大
学
卒
。
昭
和
四
十
七
年
武
蔵
野
市

役
所
に
入
り
、
生
涯
学
習
部
長
、
福
祉
保
健
部
長
、

財
務
部
長
を
経
て
、
平
成
十
八
年
四
月
よ
り
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
。
六
十
歳
。

下記のとおり、全員協議会が開催されました。
・医療制度改革に伴い生ずる市民への影響について（平成19年11月27日）

・武蔵野市第四期長期計画調整計画原案について（平成20年１月17日・20日）

全　員　協　議　会

特別委員会の委員に変更がありました
平成19年12月7日付で、鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会の委員が下記のとおり
変更になりました。

（旧）斉藤　シンイチ　委員　→　（新）山本　あつし　委員


